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中国と朝鮮にもあり、日本では本州と九州にある。岐阜県
では美濃地方東部の低湿地に見られる。

湿地の埋め立てと、山草愛好家による採取。

東濃の低湿地の保全と採取の禁止。

ミコシギク

（環境省：絶滅危惧Ⅱ類）

生育地が局限されているうえ、個体数が極めて少ない。

長い地下茎を出す。茎は高さ30-100cm。葉は多くは深裂し
て1-2対の細い裂片を形成する。頭花は直径3-6cm、舌状
花と筒状花があり、舌状花は白色。総苞は長さ約5mm。

日当たりのよい湿地に生育する。花期は９-１１月。

絶滅危惧Ⅰ類
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